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 研究方法   
  ブタ 3頭の頚動脈に人工動脈瘤を 12個作成し、bare platinum coil単独群 (P群、2
個)、bioactive coil単独群 (B群、2例)、bare platinum coil と fibered coil併用群（FP
群、4例）、bioactive coilと fibered coil併用群 (FB群、4例)の 4グループに分けて瘤内
塞栓を行い、63日後にそれぞれの瘤の病理組織学的評価を行った。 
研究成績及び考察 
  B 群は FP 群と比べ、瘤内線維化が有意に多かった。異物巨細胞を伴う慢性炎症は
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Histopathological Differences of Experimental Aneurysms Treated with 
Bare , Fibered, and Bioactive Coils 
（ベアコイル、ファイバーコイル、バイオアクティブコイルによる塞栓瘤の病
理組織学的差異） 
 
結果の要旨 
 本研究により、ベアコイル、ファイバーコイル、バイオアクティブコイルの塞栓瘤に
病理組織学的差異がみとめられた。バイオアクティブコイルの線維化、ファイバーコイル
の異物反応、瘤内組織像を認識する事は瘤の治癒過程や塞栓効果の理解を助けコイル選択
の一助となる可能性が示唆された。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員全員から評価
をいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
